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2023年 8月 8日 

各位 

株式会社ポプラ社 

株式会社日本総合研究所 

 

電子書籍・事典の活用による読書支援の効果を長崎市立小学校で調査 

～学校および家庭での読書意欲が向上 授業での活用や図書室との相乗効果も～ 

 

 

株式会社ポプラ社（本社： 東京都千代田区、代表取締役： 千葉均、以下「ポプラ社」）および株

式会社日本総合研究所（本社： 東京都品川区、代表取締役社長： 谷崎勝教、以下「日本総研」）

は、2022 年 7 月から長崎市内の 4 つの市立小学校において電子書籍・電子事典サービスを試行

的に導入（以下「本取り組み」）しており、昨年度末、本取り組みが児童の読書環境や学習に及ぼ

す効果などについて調査（以下「本調査」）を行いました。 

今般、本調査の結果を取りまとめましたので発表します。 

●電子書籍サービス導入による児童の読書習慣などに対する効果 

タブレットからさまざまな書籍を閲覧できるようになったこと、児童がデジタルサービス上の機能

に関心を持ちやすいことから、長期休業中やすき間時間、帰宅後などの読書機会の増加につな

がった。また、一度に複数人で同じ書籍が利用できるため、教職員からは授業や課題で使いや

すいと評価された。 

電子書籍サービスによって図書室の利用が減るのではなく、図書室・電子書籍サービス双方

から好きな本に出会うことができる、図書室の利用後に新しい本を探す、図書室のイベントに組

み込むといった事例が見られた。電子書籍サービスと図書室活動の両立を図りつつ、児童の読

書環境を豊かにすることができると言える。 

●電子事典サービス導入による児童の調べ学習・インターネット利用に対する効果 

電子事典サービスは、授業で専門用語を調べる場面や調べ学習をする場面で主に利用され

ていた。児童向けの分かりやすい説明があり、図や写真も見ることができることから、授業で活用

しやすいと評価された。 

ウェブ上の検索エンジンとは異なり、検索結果が児童向けに分かりやすく表示され、正確な情

報や専用のコンテンツが表示される。そのため、安心して調べ学習（あるテーマについて、児童

が書籍やインターネット検索などを用いて調べたことをまとめる学習）に取り組めるという意見があ

った。インターネットを利用する際のリスクを軽減し、児童の情報活用能力の向上につながる機

能が評価された。 

●電子書籍・電子事典サービスを学校現場に導入する際の留意点 

電子書籍や電子事典サービスの一般社会への浸透はまだ十分とは言えない。学校現場で活

用するには、教職員が活用方法や活用事例を知る機会を提供するなどの工夫が必要である。 
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■本取り組みの概要 

導入先： 長崎市内の 4 つの市立小学校（学校周辺に大規模書店や市立図書館が少ない市

立小学校から選定） 

導入内容： ポプラ社の電子書籍読み放題サービス「Yomokka!（よもっか!）」および電子事典など

を閲覧できる調べ学習応援サービス「Sagasokka!（さがそっか!）」について、対象校

で利用されているインターネット接続が可能なタブレット端末を通じて、教職員およ

び児童が学校や自宅で自由に利活用できることとした。それぞれの利活用方法に

ついては、授業で活用する・しないも含め、個々の教職員の裁量とした。 

〇Yomokka!（よもっか!） 

32社 3,500冊（2023年 7月 1日時点）の作品が掲載されている電子書籍読み放

題サービス。同じ本を同時に複数人が利用できるほか、さまざまな本と出会う機能や

読書履歴を確認できる機能などがある。 

〇Sagasokka!（さがそっか!） 

デジタル化された児童向けレファレンス資料をオンラインで提供する調べ学習応

援サービス。「総合百科事典ポプラディア」および「ポプラディアプラス人物事典」の

項目を閲覧できるほか、関連項目への遷移、コラム・クイズを通した項目の紹介、テ

ーマ別項目集を用いた検索、項目に紐づく画像・資料の検索など調べ学習に適し

た機能がある。 

○その他 

「朝日小学生新聞」の一部のコンテンツを過去 3カ月分閲覧できる。 

○サービス概要： https://kodomottolab.poplar.co.jp/mottosokka/ 

導入期間： 2022年 7月～2024年 3月（予定） 

 

■本調査の概要 

調査目的： 電子書籍・電子事典サービスの利活用を進める方法の検討に役立てるため、本取り

組みの導入が以下の場面において児童・教職員に与えた影響や課題、ニーズなどを

把握する。 

・読書環境や学習環境 

・学校図書室の利用 

・家庭での過ごし方 

・教職員の授業準備や読書推進 

調査方法： ①児童②保護者③教職員に対し、質問票によるアンケート調査を実施した（2023 年 2

月 20日～3月 3日）。その結果、それぞれ以下の回答を得た。 

 ・児童 48名、保護者 25名、教職員 20名 

④学校全体への影響を把握するため、学校長、教頭、図書室担当者には、対面によ

るヒアリング調査を実施した（2023年 3月）。その結果、以下の回答を得た。 

https://kodomottolab.poplar.co.jp/mottosokka/
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 ・導入した 4校の学校長、教頭、図書担当者合計 5名 

⑤本取り組みによる読書行動の変化を把握するため、電子書籍利用冊数および本取

り組み前後における図書室貸出冊数を計測した。 

 ・電子書籍利用冊数（2022年 7月～2023年 1月） 

 ・図書室貸出冊数（2021年 7月～2022年 1月および 2022年 7月～2023年 1月） 

 

■調査結果 

（1）Yomokka!の活用実態と児童への効果 

◇Yomokka!の活用状況（教職員へのアンケート結果） 

Yomokka!の活用については、授業での活用も含め、個々の教職員の判断に委ねられていた

が、教職員のうち 75％が授業・課題などで活用したり、児童に活用を促したりしていた。 

 

（図表 1）「Yomokka!」を授業・課題等で活用しましたか。または活用するように児童に促しましたか。（一つ選択）

 

 

◇Yomokka!の活用場面（教職員へのアンケート・ヒアリング結果） 

Yomokka!の活用場面として、回答した教職員の半数以上から挙げられたのは、学校内の朝の

読書活動の時間やテスト・課題終了後などのすき間時間、家庭での読書などであった。 

Yomokka!が持つ自身の読書記録を保存できる機能や、Yomokka!のリンクをクラスのオンライン

掲示板に引用して本を紹介できることなど、デジタルサービスならではの特徴が児童の興味を引

き、さらに読書や読書を通じた交流をするきっかけにもなっていた。 

一方で、授業の教材や端末持ち帰り時の課題としての利用は、それらの半分以下にとどまっ

た。 

 

15(75.0%)

5(25.0%)

活用した/活用するように促した

活用していない/活用するように促していない

「Yomokka!」を授業・課題等で活用しましたか。又は活用するように児童に促しましたか。（一つ選択）

n=20
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（図表 2）「Yomokka!」をどのような場面で活用しましたか。（複数回答可能） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

具体的な活用場面（アンケートの自由回答・ヒアリング結果から抜粋） 

 

 

◇教職員にとっての Yomokka!導入の効果（教職員へのアンケート結果） 

Yomokka!の導入効果として最も多かったのは、回答した教職員の半数以上が挙げた、「休み

時間や放課後、長期休業中に読書することを促しやすくなった」であった。 

一人 1 台のタブレットを通じて、児童に新しい本を読むように勧めやすくなったことが、児童の

読書機会の増加につながったと考えられる。 

 

（図表 3）「Yomokka!」を導入したことによって、得られた効果を教えてください。（複数回答可能） 

 

  

• オンラインのクラス掲示板に、児童がYomokka! で読んだ面白かった本を紹介する場を設けている

• 教室内にあるモニターに電子書籍を投影して、読み聞かせをした。

• 朝の読書時間に、図書室で借りた本を読み終えた児童は、Yomokka!から書籍を探して読書をしている。

• 端末を持ち帰り、自宅でYomokka!に掲載されている本の中から音読する本を選んでもらった。

具体的な利用場面（アンケートの自由回答・ヒアリング結果より抜粋）

12

5

5

1

1

0 2 4 6 8 10 12 14

休み時間や放課後、長期休業期間に読書することを

促しやすくなった

授業や課題の準備をする際の負担が減った

（資料や参考書籍を準備する負担が減ったなど）

わからない

教科学習の導入部分に役に立った

その他

その他の回答：「一人一冊手元にあるので、調べやすく、時間の節約にもなっていると思う。
一つのテーマに対して、紙の資料も併せ複数の資料を提示できる。」

n=20

「Yomokka!」をどのような場面で活用しましたか。（複数回答可能）

※その他の回答は、「読書の時間での自由読書」

11

10

10

4

3

1

0 2 4 6 8 10 12

朝の読書活動（各自好きな本を読む）

テスト終了後などすきま時間の読書

端末持ち帰り時の自発的な読書活動

端末持ち帰り時の課題

授業の教材

その他

n=15
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◇Yomokka!導入後の児童に見られた変化（教職員へのアンケート結果・ヒアリング結果） 

導入後に児童に見られた変化として、「児童の読書への関心が高まった」という回答が最も多

かった。その理由として、デジタルデバイスを好んで利用する一部の児童が紙の書籍以上に興

味を示したことや、おすすめの本がランダムにガチャのような画面で表示され、ゲーム感覚で新

しい本に出会える機能が児童の関心をひいていることなど挙げられた。結果として、「児童の読

書時間が増えた」という回答も 2番目に多かった。 

また、電子書籍と紙の書籍に触れた結果、仕掛け絵本など、電子書籍にはない紙の書籍なら

ではの魅力に児童が気付くきっかけになったとの回答もあった。 

 

（図表 4）「Yomokka!」を導入したことによって、児童に見られた変化を教えてください。（複数回答可能） 

 
 

児童に見られた変化（アンケートの自由回答・ヒアリング結果から抜粋） 

 

 

◇Yomokka!を使った感想（児童へのアンケート結果） 

Yomokka!を利用した児童の感想としては、低学年からは「本を読むことが楽しくなった」、高学

年は「新しい本を知った」「本を読むことが楽しくなった」が多かった。本に親しみ始めた低学年に

とっては読書を楽しむきっかけとなったことが、ある程度読書に親しんでいる高学年にとっては新

しい本との出会いとなったことが評価されたものと思われる。 

  

10

6

5

4

4

3

2

2

0 2 4 6 8 10 12

児童の読書への関心が高まった

児童の読書時間が増えた

わからない

授業中に紹介した参考書籍を読む児童が増えた

友だちや先生と本について話す児童が増えた

児童が読む本の分野が広がった

図書館や学級文庫の利用が増えた

特に効果はなかった

「Yomokka!」を導入したことによって児童に見られた変化を教えてください。（複数回答可能）

n=20

• デジタルということで、手にとりやすい。

• 低学年はガチャ機能を楽しんで使っていた。コメント機能や友達からの紹介があるので、興味を持つ一端になる。

• 大きい絵本や仕掛けのある絵本の魅力など、改めて紙の書籍の魅力に気付くきっかけにもなっている。
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（図表 5）「Yomokka!」を使ってみて、どう思いましたか。（いくつでも） 

 

 

◇2021年度と 2022年度の読書量の比較 

図書室の貸出冊数と Yomokka!の利用データを計測し、2021 年度（2021 年 7 月～2022 年 1

月）の児童の読書量と、2022年度（2022年 7月～2023年 1月）の児童の読書量を比較した。 

2021年度の児童 1人当たりの図書貸出冊数と、2022年度の児童 1人当たりの図書室の貸出

冊数と電子書籍の読了冊数を合計した値を比較すると、特に 2～4 年生において、2022 年度の

方が多い結果となった。 

電子書籍の導入は、紙の書籍を読む機会を減少させるのではなく、児童が電子書籍と紙の書

籍を組み合わせ、より多くの本に触れる機会を創出していると言える。 

 

（図表 6）2021 年度と 2022 年度の読書量の比較 

 

 

  

「Yomokka!」を使ってみて、どう思いましたか。（いくつでも）

14(74%)

7(37%)

3(16%)

2(11%)

2(11%)

18(62%)

23(79%)

8(28%)

1(3%) 

1(3%)

0 5 10 15 20 25

本を読むことが楽しくなった

新しい本を知った

本について、家族や友達、先生と話すようになった

本をたくさん読むようになった等

読んでいない/使っていない

低学年（n=19）

高学年（n=29）

109.9 

72.5 69.1 
76.9 

55.1 56.3 

105.2 

73.1 76.1 
71.3 

47.8 
37.6 

10.5 

48.2 

17.9 
24.9 

14.1 11.8 

115.7 
121.3 

94.0 96.2 

61.9 

49.4 

0
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1年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生

①令和３年度

図書室貸出冊数

②令和４年度

図書室貸出冊数

③令和４年度

電子書籍読了冊数

④令和４年度

紙＋電子（②＋③）

（冊）
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（2）Sagasokka!の活用実態と児童への効果 

◇Sagasokka!の活用状況（教職員へのアンケート結果） 

Sagasokka!については、60％の教職員が授業・課題などで活用したり、児童に活用を促したり

していた。教職員は、主に「授業の教材として」「テストや課題終了後のすきま時間の学習教材と

して」活用していたと回答している。 

 

（図表 7）「Sagasokka!」を授業・課題等で活用しましたか。または活用するように児童に促しましたか。 

（一つ選択） 

 

 

◇Sagasokka!の活用場面（教職員へのアンケート結果・ヒアリング結果） 

Sagasokka!は、主に授業の補助的な教材として活用されていることが分かった。例えば、小学

校高学年の調べ学習や、国語や社会で出た言葉を調べる場面において活用されていた。 

 

（図表 8）「Sagasokka!」をどのような場面で活用しましたか。（複数回答可能） 

 

 

具体的な活用場面（アンケートの自由回答・ヒアリング結果から抜粋） 

 

12(60.0%)

8(40.0%)

活用した/活用するように促した

活用していない/活用するように促していない

「Sagasokka!」を授業・課題等で利用しましたか。又は活用するように児童に促しましたか。（一つ選択）

n=20

※その他の回答は、「図書イベントの中にSagasokka！を使うクイズを組み込んだ。」「調べ学習」

n=12

• 社会科の学習や国語科の百科事典の学習に利用している

• 地域の名所を調べる学習に利用している

• トップページのコラム（「今日は何の日？」）を紹介している

• 高学年は調べ学習にも使っている

具体的な利用場面（アンケートの自由回答・ヒアリング結果より抜粋）
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◇教職員にとっての Sagasokka!導入の効果（教職員へのアンケート結果・ヒアリング結果） 

Sagasokka!の導入効果として、教職員からは、学習指導や教材研究の手助けとなったという意

見や児童がインターネット上で資料を調べる方法を学べるという意見が挙がった。 

 

（図表 9）「Sagasokka!」を導入したことによって、得られた効果を教えてください。（複数回答可能） 

 

 

その他の効果（ヒアリング結果から抜粋） 

 

 

◇Sagasokka!導入後の児童に見られた変化（教職員へのアンケート結果・ヒアリング結果） 

Sagasokka!の導入によって、児童が自ら興味があることを調べたり、授業中に紹介した内容や

資料を調べたりすることが増えたという回答があった。通常のインターネット検索と異なり、

Sagasokka!で言葉を検索すると、児童向けの正確性が担保された説明資料を閲覧できるため、

児童の調べ学習の精度・効率が向上したと考えられる。 

 

（図表 10）「Sagasokka!」を導入したことによって、児童に見られた変化を教えてください。（複数回答可能） 

 

5

5

4

4

2

2

1

1

1

0 2 4 6

調べ学習の指導の道筋が立てやすくなった

課題で調べ学習をすることを促しやすくなった

教材研究に役立った

学習の中でインターネットを利用しやすくなった

教科学習の導入部分で役に立った

授業の準備をする際の負担が減った

児童生徒の質問に対応する際の負担が減った

わからない

特に効果はなかった

「Sagasokka!」を導入したことによって、得られた効果を教えてください。（複数回答可能）

n=20

その他の効果（ヒアリング結果より抜粋）

• 紙の百科事典ポプラディアで調べることと、デジタルサービスであるSagasokka!で調べることの違いを児童が理
解する機会になった。

• ふりがながあるSagasokka!は、低学年にとっても使いやすい。

8

6

5

4

1

1

0 2 4 6 8 10

自ら興味あることを調べる児童が増えた

わからない

授業中に紹介した内容や資料を調べる児童が増えた

特に効果はなかった

調べたことを家族や友だち、先生に共有する児童が増えた

その他

n=20

「Sagasokka!」を導入したことによって児童に見られた変化を教えてください。（複数回答可能）
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◇Sagasokka!を使った感想（児童へのアンケート結果） 

Sagasokka!を利用した児童からは、「新しいことを知った」「調べることが楽しくなった」という感

想が多く寄せられた。 

 

（図表 11）「Sagasokka!」を使ってみて、どう思いましたか。（いくつでも） 

 

 

 

（3）Yomokka!および Sagasokka!全般および導入にあたっての課題・今後の活用可能性 

◇Yomokka!および Sagasokka!導入後の児童の変化（保護者へのアンケート結果） 

保護者では、Yomokka!および Sagasokka!導入によって、子どもの「読書をする機会が増えた」

「興味・関心のある分野が広がった」という変化を感じたケースが多かった。 

 

（図表 13）お子様が「Yomokka!」および「Sagasokka!」を利用した後、お子様に見られた変化を教えてください。

（複数回答可能） 

 

 

◇Yomokka!および Sagasokka!に対する意見（保護者へのアンケート結果） 

児童が自ら進んで Yomokka!での読書を楽しんでいることや、Sagasokka!の情報の正確性・安

全性から安心して子どもに使わせられることなど、好意的な受け止めがみられた。 

「Sagasokka！」を使ってみて、どう思いましたか。（いくつでも）

※低学年のその他の回答は「むずかしくてよくわからなかった」
高学年のその他の回答は「今日はなんの日かわかるのが面白い」「特にない」

4(21%)

8(42%)

5(26%)

2(11%)

2(11%)

1(5%)

14(48%)

9(31%)

9(31%)

10(34%)

6(21%)

2(7%)

0 5 10 15 20

新しいことを知った

調べたことがない/使っていない

調べることが楽しくなった

気になることを調べるようになった

調べたことについて、家族や友達、先生と話すようになった

その他
低学年（n=19）

高学年（n=29）

8

8

4

10

0 5 10 15

読書をする機会が増えた

興味・関心のある分野が広がった

調べ学習や自由研究を積極的に行うようになった

特にない

n=25

お子様が 「Yomokka!」や「Sagasokka!」を利用した後、お子様に見られた変化を教えてください。
（複数回答可能）
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（図表 14）Yomokka!および Sagasokka!に対するご要望やご意見をお聞かせください。 

 

 

◇Yomokka!および Sagasokka!の活用が難しかった理由等（教職員へのヒアリング結果） 

一部の学校や学年では、十分な活用につながらなかった。その要因として、学期の途中での

導入による授業計画への導入が難しかったことや、低学年にとっては電子事典サービスの利用

が難しかったことなどが挙げられた。 

 

（図表 15）Yomokka!および Sagasokka!の活用が難しかった場面・活用を進めるための意見（抜粋） 

 

 

◇今後の活用可能性について（教職員へのヒアリング結果） 

今後、Yomokka!および Sagasokka!の活用を推進するにあたって、教職員からは、書籍数や児

童向け用語のみを使ったコンテンツの拡充や、教職員による書籍や検索ワードの提示機能の実

装などの要望が出された。 

 

（図表 16）Yomokka!および Sagasokka!を活用するにあたって期待することに対する意見（抜粋） 

 

 

■まとめ 

（1）電子書籍サービス導入による児童の読書習慣などに対する効果 

一人ひとりが持つタブレットを通じて、電子書籍に容易にアクセスし、気軽に読書することができ

る電子書籍読み放題サービス Yomokka!の導入によって、児童にとっては、新しい本に出会う機会

が増えるなど読書環境が充実したと言える。児童は、図書室で借りた本の読了後や、長期休業期

間中や授業のすきま時間、図書室が利用できないときなどに積極的に利用するようになった。 

また、デジタルサービス特有の新しい本に出会う仕掛けや自身の読書記録を確認できる機能に

は、児童が読書をするきっかけを生む効果や、たくさんの本を読む意欲を喚起する効果もあると考

えられる。 

• とても楽しんで本を読んでいます。強制的な読書習慣ではなく、自分から楽しんでいる事が素晴らしいなぁと思いま
す。本を紹介したり、本の紹介で興味を持ち世界が広がるのが素敵です。

• 子供が読む新聞が毎日UPされるのがとても良いと思います。毎日読んでもらいたいと思います。また子供だけで利
用しても安心して見せられるものであるため、とても助かります。

• 元々読書は毎日していたのですが、興味がある分野の本や読みたい本が探しやすくてとても良いです。

「MottoSokka! （Yomokka!、Sagasokka!）」に対するご要望やご意見をお聞かせください。

Mottosokka!の利用が難しかった場面・利活用を進めるための意見（抜粋）

• Sagasokka!は、教職員が十分理解しないまま導入が開始されたため、児童に利活用を促すことがうまくできなかった。

• 低学年の児童にとっては、音声入力機能があると望ましい。

• 教職員がサービスの内容を知る機会があるとよい。

Motttosokka!を利用するにあたって期待することに対する意見（抜粋）

• Yomokka!のような読み放題サービスがあるとよい。

• 地域学習など難しい資料が多い分野について、児童向けの用語のみを使っているコンテンツや、わかりやすい画像が含まれて
いるコンテンツがあると望ましい。

• 電子書籍サービスは、1人当たり1端末で本を閲覧できるため、授業で利用できる書籍が拡充するとよい。

• 教職員がおすすめの書籍や検索ワードを提示できる機能があるとよい。
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電子書籍では、一つの資料を複数人で同時に利用する学習が可能となるため、紙の資料と異な

り、教職員が人数分の資料を準備する必要がない。そこで、この機能を活用して、図書室のイベン

トに Yomokka!および Sagasokka!を積極的に取り入れている学校もみられた。 

今後、さらに積極的に活用することで、図書室や校内の資料の不足分を補完する役割に留まら

ず、児童が新しい書籍・情報に触れるきっかけを与え、授業や図書室での活動や家庭での学びを

より充実させることができるようになると考えられる。 

 

（2）電子事典サービス導入による児童の調べ学習・インターネット利用に対する効果 

Sagasokka!の導入によって、児童が自主的に調べものをするようになったり、興味関心のある分

野が広がったりする変化が見られた。電子事典の導入によって、児童が新しいことを知る機会が増

え、自ら意欲的に調べものをするようになるという効果が得られたと考えられる。 

Sagasokka!は、情報の検索方法や関連情報への遷移のしやすさなどはウェブ上の検索エンジン

と類似しているが、それらとは異なり、児童向けのコンテンツとして情報の分かりやすさや正確性が

担保されているため、教育現場にとっては利用しやすいコンテンツである。児童向けの専門書が少

ない分野の調べ学習や、インターネットを含むさまざまな資料・情報を利用した調べ方そのもの学

ぶ素材としても有用であると考えられる。 

児童の興味を引きやすいコンテンツ（画像など）が豊富な点や児童向けの分かりやすい記事を

教職員から共有しやすい点も、授業に活用しやすい特徴と評価された。 

 

（3）電子書籍・電子事典サービスを学校現場に導入する際の留意点 

特に授業における活用のためには、教職員が電子書籍・電子事典サービスを十分に理解して

いることが肝要である。 

電子書籍や電子事典を学校現場で活用するためには、教職員が活用方法や活用事例を知る

機会を提供するなどの工夫が必要である。 

 

 

■本件に関するお問い合わせ先 

ポプラ社 

【Yomokka!および Sagasokka!関連】経営企画室 広報ユニット 松田 電話: 080‐6252₋6752 

日本総合研究所 

【報道関係者様】 広報部 山口 電話： 080-7154-5017 

【一般のお客様】 リサーチ・コンサルティング部門 山崎・亀川 電話： 080-2481-6994 

   


